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議 題 

議題１ 令和３年度事業評価について 

議題２ 令和４年度各館の年間事業計画について 

議題３ その他 

・令和４年度神奈川県公民館連絡協議会事業について 

・新型コロナウイルス感染症に係る３公民館の対応について 

 

資料の名称 

資料１－１ 令和３年度事業評価について 

資料１－２ 令和３年度事業評価の概要（北地区文化センター事業） 

資料２－１ 令和４年度座間市公民館年間事業計画 

資料２－２ 令和４年度北地区文化センター年間事業計画 

資料２－３ 令和４年度東地区文化センター年間事業計画 

資料３－１ 令和４年度神奈川県公民館連絡協議会事業(予定)について 

資料３－２ 新型コロナウイルス感染症に係る３公民館の対応について 

 

会議の結果 

 【承認の可否】 

承認 １１名 不承認 ０名 

過半数の賛成をもって承認 

 

 



議事の概要（又は詳細） 

  

【議題１】令和３年度事業評価について 

新型コロナウイルス感染症の影響により、座間市公民館の事業評価

事業（まちづくりひとづくり講座）及び東地区文化センターの事業評価

事業（だんだんリビング）の開催は見合わせた。 

北地区文化センターの事業評価事業（音楽講座「ひとりよりふたり

で！４手で奏でるオーケストラの響き」）について、資料１－２により

説明。 

 

（委員からの意見） 

・令和３年度もコロナの影響が続き事業も予定通りには行うことが出

来ず残念でした。 

・公民館、東地区文化センターの評価対象事業がいずれもコロナ禍の影

響で中止を余儀なくされたことは残念ですが、やむを得ない判断だっ

たと思います。 

・一館しか開催されませんでしたが、コロナ禍で開催されたことにとて

も意義のある事業だったと思います。開催出来なかった二館には次回

に期待したいです。 

・北地区の音楽講座はとても良い内容で参加者の反応もよくなかなか

連弾を聞かせて頂く機会も少ないなかで盛り上がり素晴らしかった。

ただ、平日で小中学生は参加できない時間帯だったので勿体なかった

と感じました。 

・市民のニーズに合わせた講座の開催を今後もよろしくお願いします。 

・コロナ対策をして、広い場所でより多くの方に聞いていただけるとも

っと良いと思いました。 

 

 

【議題２】令和４年度各館の年間事業計画について 

令和４年度の座間市公民館事業、北地区文化センター事業、東地区文

化センター事業について、資料２－１～３により説明。 

 

（委員からの意見） 

・令和４年度のコロナの状況にもよるが、事業評価対象事業の選定にあ

たっては各館共通の課題として議論の必要があるかもしれません。例



えば実際に開催された事業の中から選定するなど。 

・いずれの館も子供から高齢者に役立つ、かつ楽しい事業だと思いま

す。 

・コロナのことも考慮しながら人数制限等の方法で工夫しながら無事

に開催できることを願っています。 

・保育ボランティア養成講座は３館共催なので北地区文化センター事

業計画にも記載した方がいいと思います。 

 

 

【議題３】その他 

令和４年度神奈川県公民館連絡協議会事業及び新型コロナウイルス感染

症に係る３公民館の対応について、資料３－１～２により説明。 

 

（委員からの意見） 

・状況に合わせて柔軟に事業を続けて貰いたい。 

・コロナ禍をはじめ今後のリスク対策として、オンラインによる事業や

会議の検討が必要ではないかと思います。令和３年度、１回しか開催さ

れなかった公運審全体会議もオンラインであれば可能だったという思

いもあります。 

・コロナが完全に収束するのは難しいかもしれませんが、その状況に応

じて各事業が開催されることを願っています。 

・感染予防対策は各館共に十分配慮されています。長引くと来館者の気

も緩む心配もあるので時々チェックすることも必要だと思います。 

・研修会の先生方のお話や体験談等は公運審として勉強になることが

多いのでお話が聞けるような環境になるといいと思っています。 

 

 


